
	
 	
 

	
 

救援募金次つぎー神奈川県から２１万８千円届く 

	
 ５万円：長崎県原水協、３万円：熊本県原水協、２万円：京都原水協、１万５千円：福岡・八幡地区

原水協、１万円：プラスワンのみなさん、長崎の佐藤澄人さん、５千円：群馬の伊東絹子さん、長崎の

トシトラーズ（代表・内田保信さん）、２千円：長崎の大塚孝裕さん、８５．７５ドル（80 円換算で６

８６０円）：米ピースアクションのマーク・クレインさん	
 

募金総額：５３万９５４１円（３月 17日～2８日） 

	
 神奈川県では横浜市原水協、港南区原水協、中原区原水協、高津区原水協など県内９カ所で東日本大

震災救援募金に取り組み、現在２１万８千円が集まっています。 

の英知と技術を結集して対策に当たることを訴えました。また、東京都知事選挙が告示されたこともあり、

前都知事のもとで東京都の防災対策は後退し、お隣りの埼玉県が被災地から３５００人を受け入れている

のに対して、東京は５００人にとどまっていることなどを指摘。被災地救援と復興のために、東京都が持

つ総力をあげてとりくむ都政の実現をよびかけました。	
 

	
 「私も被災したので募金したかった」という茨城から来た若い女性が飛び入り参加し、最後まで募金箱

を持ってくれました。また、「どこに募金していいかわからなかったけど、原水協なら」という声も複数

寄せられました。１時間足らずの行動で１万５千円の募金が寄せられました。	
 

	
 日本原水協事務

局は３月２６日、東

京原水協とともに

JR 上野駅公園口で

東日本大震災被災

者への救援募金を

よびかけました。	
 

	
 『原水協通信』４

月号の６・９チラシ

を配布しながら、日

本政府は被災者の

救援に全力を尽く

すとともに、日ごと

に深刻化する福島

原発事故問題に、国

内外を問わず全て


